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Premium Package for iを活用するための基礎知識と操作方法

「Premium Package for i」の名前は知っているものの、

実際にどのような操作を行うのか分からない
どのような指示を出せばよいのかイメージできない
利用開始後の操作感を知りたい

という方も多いのではないでしょうか。
本セミナーでは、Premium Package for i の詳細な機能説明ではなく、実際の利用イメージに重点を置いてご紹介します。
自然言語での指示から設計案の作成、ソースコード生成、実行確認までの一連の流れを通じて、Premium Package for i をど
のように活用するのかをご覧いただきます。

目次

1. Premium Package for i 概要
2. Premium Package for i 画面基本構成
3. デモ操作：プログラム作成 設計/作成/実行
4. 振り返りとまとめ



© IBM 2026

IBM i 2026 

1. Premium Package for i 概要
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Premium Package for iとは

IBM Bob スタートページ

IBM Bob Premium Package for i は、IBM i アプリ
ケーション開発に特化した AI 機能で IBM Bob を拡
張します。Bob に IBM i へのアクセスを与えること
で、アプリケーションライフサイクル全体にわたっ
てより効果的に作業できます。Bob はコードの生成
と説明、プロジェクトのビルドとテスト、ドキュメ
ントの作成、そしてレガシーアプリケーションのモ
ダナイゼーションまで支援します。

IBM i環境への直接接続
IBM Bob Premium Package for i には、Code for 
IBM i を通じた IBM i システムへのアクティブな接続
が必要です。Code for IBM i は SSH で接続するため、
IBM i システムで SSH が実行中である必要がありま
す。

https://bob.ibm.com/
https://bob.ibm.com/
https://bob.ibm.com/
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Bob単体とPremium Package for i の主な機能比較

IBM i にアクセスするためには

IBM i 用のMCPサーバーの事前用意が必要

関連するソースメンバーをIBM i からPCへ

ダウンロード・アップロードが必要

コンパイル等のコマンドをBobは実行できない

LLMの力でソースから

テストケースやテストデータの作成が可能

IBM i の知見が少し足りないところがあり、

プロンプトで補強が必要

Base Bob

拡張機能Code for IBM i を使って

SSHで直接アクセス可能

Bob＋PP4i

IBM i のソースファイルや

オブジェクトを直接確認可能

コマンド実行可能で、コンパイル実行後

結果確認をして修正ができる SQL実行も可能

ルールベースのツール(RPGUnit)を使って

テストプログラム作成と実行が可能

（ルールベースのため、トークン消費を抑えられる）

IBM i の専門家としてIBM i 専用の

Skills, Tools, Workflows, Slash Commands, RAGを

使うことでIBM i 開発の実務パートナーに！
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IBM Bobの導入済み環境へのPP4i導入は簡単です。

IBM Bob起動時にサインオンしたIBM idにプレミアム・
パッケージの利用権が割り当てられていると、Bob はイン
ストールを促す通知を表示します。
通知内の インストール をクリックしてパッケージをインス
トールしてください。

概要 | Docs | IBM Bob

詳細な手順は以下リンク先をご参照ください。
Quick Start | Code for IBM i Docs

IBM i環境 システム要件
OS V7R4以降
IBM i 上で SSH デーモンが起動している

IBM i への接続
1. アクティビティバーから IBM i: Servers ビューを開きます。
2. New Connection をクリックし、手順に従って新しい接続を追加します。
3. システムに接続します。

https://bob.ibm.com/docs/ide/premium-packages/pkg-index
https://bob.ibm.com/docs/ide/premium-packages/pkg-index
https://codefori.github.io/docs/quickstart/
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2. Premium Package for i 画面基本構成
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IBM Bob 見るべき場所

①会話履歴

②チャット入力欄

③コード表示エリア

8

④ワーク

スペース
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3. デモ操作：プログラム 設計/作成/実行
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こちらの章では、Premium Package for i を利用したアプリケーション開発の基本的な流れをご紹介します。
本デモでは、

• 作りたいシステムの内容を自然言語で説明する
• 提案された設計内容を確認する
• ソースコードの作成を指示する
• 作成されたプログラムを実行して結果を確認する

という一連の操作を実施します。
Premium Package for i を利用する際に、どのような指示を行い、どのような結果を確認しながら進めてい
くのかという実際の利用イメージをご覧ください。

【ご留意事項】
生成AIの特性上、同一のプロンプト（指示）および利用環境であっても、実行の都度、回答内容や生成され
る成果物が異なる場合があります。
このため、本動画でご紹介するデモ内容と、皆様が実際に利用された際の結果が一致しないことがあります
ので、あらかじめご了承ください。
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ステップ1 設計案の作成
①. 構築したい内容の説明
まずは何を作りたいのか自然言語で説明します。

「データベースに登録されたレコード内容を画面に表示するプログラムを作ってください。
この作成にはIBM iに既存で存在するプログラムなどは使わないでください。
Bobの機能紹介ではなく、操作方法の説明が目的であるため作成物は簡単なものにしてください。
まずは、このアプリケーションを構成するデータベース、プログラム、画面の設計内容を提案してくださ
い。」

解答を確認し、設計内容に問題なければ後続のステップで実装を指示します。
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ステップ1 設計案の作成
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ステップ2 ソースコードの作成
先の設計提案に基づいたソースコードの作成を指示します。

「ライブラリは BOBPP4I を使用してください。
提案されたソースコードの作成を実行してください。」
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ステップ2 ソースコードの作成



© IBM 2026

IBM i 2026 

ステップ3 プログラムを動かす

Bobが生成したプログラムを実行し、期待どおりに動作することを確認します。
プログラムを5250画面から動かしてみます。

CALL BOBPP4I/EMPINQ
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ステップ3 プログラムを動かす
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4. 振り返りとまとめ
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本日のまとめ

◆ Premium Package for i では、自然言語による指示を通じてIBM iアプリケーション開発を進めることが
できます。

◆ 本デモでは、「設計案の作成」→「ソースコードの作成」→「実行確認」という流れで操作を行いました。
◆ 作成後も、提案内容の見直しや機能追加、レイアウト変更などを対話形式で継続できます。
◆ 利用者はDDSやRPGソースを直接修正する代わりに、「何をしたいか」を指示しながら開発を進めるこ

とができます。
◆ Premium Package for i を利用することで、設計・実装・修正を対話形式で進めることができます。
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